
 

                       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   県内中小企業の景況感   
  足踏み状態にある。 

  先行きについては慎重さがみられる。 
 

 

    特別調査 ＳＤＧｓの認知・取組状況について 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

  彩の国  埼玉県 

埼玉県四半期経営動向調査 

（令和元年７～９月期） 

令和元年１０月１７日 

埼 玉 県 産 業 労 働 部 

埼玉県のマスコット  

さいたまっち コバトン 

 

 

埼玉県では、四半期ごとに県内中小企業を対象にアンケートとヒアリングによる 

経営動向調査を行っています。今回は令和元年７～９月期についての結果報告です。 

アンケート調査は、県内中小企業 2,200社に送付し、1,440社からご回答いただきました。 

                （回答率 65.5％） 

 



 

 埼玉県四半期経営動向調査 

（令和元年７～９月期） 

はじめに 

埼玉県では、県内主要業界・業種の景況について、その現状と見通しに関する調査を四半期ごとに

実施し、産業労働施策を推進するための基礎資料として活用しております。 

また、調査結果は、市町村や商工会議所、商工会をはじめとする関係諸機関にも広く提供するとと

もに、県ホームページでも公表しており、各々の機関で幅広く活用いただいております。 
 

調査結果の公表 

アンケート及びヒアリング調査の結果全体を取りまとめ、原則として、調査月の翌月中旬に公表しま

す。アンケート調査の集計表は埼玉県ホームページに掲載しております。 

埼玉県ホームページ ： http://www.pref.saitama.lg.jp/a0801/doukou.html 
 

調査方法の概要 
  

１ 調査の方法 （１）書面によるアンケート調査 （２）業界団体及び個別企業への訪問ヒアリング 

 ２ 調査対象期間  令和元年７～９月（調査日：令和元年９月１日時点） 
 
 

３ 調査対象業種及び回答数 

 対象業種 対象企業数 回答数 回答率 

 

アンケート調査 

 

 

 

製 造 業       

非 製 造 業       

計 

        企業 

     ９６０ 

 １,２４０ 

 ２,２００ 

      企業 

 ６４１ 

 ７９９ 

１,４４０ 

       % 

  ６６.８ 

  ６４.４ 

  ６５.５ 

 

ヒアリング調査 

 

 

 

 

 

製 造 業       

小 売 業       

サ ー ビ ス 業       

情報サービス業 

建 設 業       

計 

     団体・企業 

      ２３ 

        ９ 

        ３ 

        ２ 

        ３ 

      ４０ 

   

 

 

     ※ アンケート調査先は、『株式会社東京商工リサーチ埼玉支店』の企業情報から 
      県内中小企業を業種別に抽出しました。 
 
   ※製造業（１２業種） 

   食料品製造、繊維工業、家具・装備品、パルプ・紙・紙加工品、印刷業、化学工業、プラス 
   チック製品、鉄鋼業・非鉄金属、金属製品、電気機械器具、輸送用機械器具、一般機械器具 

   ※非製造業（７業種）                     

    建設業、卸売・小売業、飲食店、情報サービス業、運輸業、不動産業、サービス業 
 

４ 書面アンケートの集計方法 

アンケート調査については、業種別に景気の動向を観測できる項目を抽出し、前期との対比に

よる増減又は好転・悪化の割合（％）の差をＤＩ値として集計しています。 
 
 
 
 
 
 

 

 

   (注１)本文中の割合(％)については、小数点第２位を四捨五入して表記しているため、景況感、
売上げ、資金繰り及び採算の各ＤＩ値は、±０.１の範囲で差異が生じることがある。 

 (注２)設問によっては未回答もあり、必ずしも回答数の総数(１,４４０件)とは一致しない。 

 

ＤＩ（景気動向指数：Diffusion Index）とは 

 増加（好転）と回答した企業割合から減少（悪化）と回答した企業割合を差し引いた

指数で、企業の景況判断等の強弱感の判断に使用する指数のことです。 

〈例〉「増加」５０％ 「変わらず」２０％ 「減少」３０％ 

   ＤＩ＝５０％－３０％＝２０ 

http://www.pref.saitama.lg.jp/a0801/doukou.html
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 埼玉県四半期経営動向調査 

 （令和元年７～９月期） 

Ⅰ 調査結果概要                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

注１）数値については、小数点第２位を四捨五入して表記しているため、ＤＩを算出すると±0.1ポイントの範囲で 

   差異が生じることがある。 

    注２）「前期」：平成３１年４月～令和元年６月期、「当期」：令和元年７～９月期、「来期(先行き)」：令和元年１０～１２月期 

１ 経営者の景況感と来期の見通しについて 

 自社業界の景況感ＤＩは▲３９.６となり、３期ぶりに改善した。前期比で３.８ポイント増加し、

前年同期比では９.０ポイント減少した。 

 業種別にみると、製造業（▲４５.８）は３期連続で悪化し、非製造業（▲３４.７）は３期ぶりに

改善した。 

     <景況感ＤＩの推移> 

 当 期 

(R1.7-9) 

前 期

(H31.4-R1.6) 

前年同期 

(H30.7-9) 

  

 

 

 
全  体 ▲３９.６ ▲４３.５ ▲３０.６ 

製 造 業 ▲４５.８ ▲４５.２ ▲２７.０ 

非製造業 ▲３４.７ ▲４２.１ ▲３３.５ 

 

 先行きについては、「良い方向に向かう」とみる企業は６.５％（前回調査(H31.4-R1.6月)比 

▲０.１ポイント）、「悪い方向に向かう」とみる企業は３２.６％（前回調査比▲２.０ポイント）

だった。 

 先行きＤＩは▲２６.１（前回調査比＋２.０ポイント）と、２期ぶりに改善した。 

    <来期の見通し>        

 良い方向に向かう 悪い方向に向かう 先行きＤＩ 

(R1.10-12) 

全  体    ６.５％ ３２.６％ ▲２６.１ 

製 造 業    ６.４％ ３２.０％ ▲２５.６ 

非製造業    ６.６％ ３３.１％ ▲２６.５ 

  県内中小企業の景況感は、足踏み状態にある。 

 先行きについては、慎重さがみられる。 
○経営者の景況感ＤＩは、▲３９.６と、前期比で３.８ポイント増加し、３期ぶりに改善した。業種別 

 では、製造業は３期連続で悪化し、非製造業は３期ぶりに改善した。先行きＤＩは、▲２６.１と、 

 前回調査比で２.０ポイント増加し、２期ぶりに改善した。 

○売上げＤＩ・採算ＤＩは２期連続で改善した。 

〇資金繰りＤＩは２期ぶりに悪化した。 

○設備投資の実施率は２期連続で増加した。 

○来期については、売上げＤＩ・資金繰りＤＩ及び採算ＤＩは当期ＤＩより改善する見通しである。 

 また、設備投資実施率については当期実施率より減少する見通しとなっている。 

 

県内中小企業の経営状況 
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  埼玉県四半期経営動向調査 

  （令和元年７～９月期） 

２ 売上げについて 

 売上げＤＩは▲２２.７（前期比＋３.３）となり、２期連続で改善した。来期も改善する見通し。 

 業種別にみると、製造業、非製造業ともに２期連続で改善した。 

 来期については、製造業、非製造業ともに当期の売上げＤＩより改善する見通しである。 

 

     <売上げＤＩの推移> 

 当 期

(R1.7-9) 

前 期

(H31.4-R1.6) 

前年同期 

(H30.7-9) 

来期見通し 

(R1.10-12) 

全    体 ▲２２.７ ▲２６.１ ▲１４.５ ▲１１.５ 

製 造 業 ▲２３.５ ▲２８.０  ▲９.８  ▲７.５ 

非製造業 ▲２２.１ ▲２４.６ ▲１８.３ ▲１４.６ 

 

３ 資金繰りについて  

 資金繰りＤＩは▲１９.９（前期比▲０.６）となり、２期ぶりに悪化した。来期は改善する見通し。 

 業種別にみると、製造業は２期ぶりに悪化し、非製造業は２期連続で改善した。 

 来期については、製造業は当期の資金繰りＤＩより改善し、非製造業は悪化する見通しである。 

 

     <資金繰りＤＩの推移> 

 当 期

(R1.7-9) 

前 期 

(H31.4-R1.6) 

前年同期 

(H30.7-9) 

来期見通し 

(R1.10-12) 

全  体 ▲１９.９ ▲１９.３ ▲１５.８   ▲１７.４ 

製 造 業 ▲２３.４ ▲２０.７ ▲１４.８  ▲１５.０ 

非製造業 ▲１７.０ ▲１８.１ ▲１６.６  ▲１９.３ 

 

４ 採算について 

 採算ＤＩは▲２７.２（前期比＋２.１）となり、２期連続で改善した。来期も改善する見通し。 

 業種別にみると、製造業は２期連続で改善し、非製造業は３期ぶりに改善した。 

 来期については、製造業、非製造業ともに当期の採算ＤＩより改善する見通しである。 

 

     <採算ＤＩの推移> 

 当 期

(R1.7-9) 

前 期 

(H31.4-R1.6) 

前年同期 

(H30.7-9) 

来期見通し 

(R1.10-12) 

全    体 ▲２７.２ ▲２９.３ ▲２３.６  ▲２０.７ 

製 造 業 ▲２８.９ ▲２９.２ ▲２０.９  ▲１７.４ 

非製造業 ▲２５.９ ▲２９.５ ▲２５.９  ▲２３.３ 

 

 



- 4 - 
  

 埼玉県四半期経営動向調査 

 （令和元年７～９月期） 

５ 設備投資について 

 実施率は２２.９％となり、２期連続で増加した。来期は減少する見通し。 

 業種別にみると、製造業は２期連続で増加し、非製造業は４期ぶりに増加した。 

 来期については、製造業、非製造業ともに減少する見通しである。 

 

     <設備投資の実施率> 

 当 期

(R1.7-9) 

前 期 

(H31.4-R1.6) 

前年同期 

(H30.7-9) 

来期見通し 

(R1.10-12) 

全    体 ２２.９％ ２１.７％ ２３.５％  １８.１％ 

製 造 業 ２７.０％ ２５.７％ ２８.６％  ２３.５％ 

非製造業 １９.６％ １８.６％ １９.５％  １３.８％ 

６ ヒアリング調査の概況（詳しくはＰ１４以降をご覧ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【現在の景況感】 

  (一般機械器具)・世界的な景気動向の影響を受けやすく、受注が減少傾向である。 

  (電気機械器具)・中国向けの輸出が減少しており、景況感は良くないと感じている。 

  (金属製品 )・米中貿易摩擦の影響が出ており、景況感はあまり良くない。 

  (食料品製造)・7月の低温で季節商品が不振であったが、景況感は普通である。 

  (銑鉄鋳物 )・米中貿易摩擦の影響で不況である。 

  ( 百 貨 店 )・増税前の駆け込み需要で高級品の販売が伸びており、景況感は普通である。 

  ( 旅 行 業 )・観光需要は個人受注も団体受注も堅調である。 

  ( 建 設 業 )・民間工事は弱含んでいるが公共工事が堅調であり、景況感は普通である。 

 

 【売上げ・採算】 

  (一般機械器具)・売上減少に加え原材料費・物流費が上がっており、採算性は悪化している。 

  (輸送用機械器具)・受注は特定の先だけではなく、全般的に減少している。 

  (電気機械器具)・受注が減少しており、残業代を削減したものの採算性は悪化した。 

  (金属製品 )・売上げが減少している中、人件費・材料費が上昇したため採算性は悪化した。 

  (プラスチック製品)・受注単価の改善や残業代の圧縮効果により採算性は改善した。 

  (食料品製造)・売上増加に加え材料費も減少していることから採算性は改善した。 

  (スーパー )・売上げは減少するものの、業務効率改善により利益は維持している。 

  

 【今後の見通し】 

  (輸送用機械器具 )・米中貿易摩擦や消費増税の反動減により先行きは悪化する見込み。 

  (金属製品 )・米中貿易摩擦の先行きが不透明であり、今後の先行きも厳しい。 

  ( 印 刷 業 )・増税の反動減が懸念されるが、受注が安定しており、良い方向に向かうのでは。 

  ( 百 貨 店 )・消費増税の反動減で年内は悪い方向に向かうとみている。 

  ( 旅 行 業 )・オリンピック・パラリンピックを控え観光需要は堅調さが続くとみている。 

  ( 建 設 業 )・民間工事は弱含むものの公共工事が堅調であり、工事件数は前年並みとなる見込み。 
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  埼玉県四半期経営動向調査 

  （令和元年７～９月期） 

Ⅱ アンケート調査からみた経営動向                 

 ※ 数値については、小数点第２位を四捨五入して表記しているため、ＤＩを算出すると±0.1ポイントの範囲で 

   差異が生じることがある。 

 

１ 経営者の景況感と来期の見通しについて 

 

 

 

 

<業種別> 

○製造業 

 「好況である」とみる企業は３.９％、「不況である」とみる企業は４９.７％で、景況感ＤＩは 

▲４５.８となった。前期(▲４５.２)から０.６ポイント減少し、３期連続で悪化した。 

 業種別にＤＩ値をみると、１２業種中、「化学工業」「プラスチック製品」「電気機械器具」「一

般機械器具」の４業種が前期から改善したが、それ以外の８業種は悪化した。特に、「輸送用機械

器具」は前期比で１５.０ポイント減少し、前年同期比でも３３.７ポイント減少した。 

 

○非製造業 

 「好況である」とみる企業は６.７％、「不況である」とみる企業は４１.４％で、景況感ＤＩは 

▲３４.７となった。前期(▲４２.１)から７.４ポイント増加し、３期ぶりに改善した。 

 業種別にＤＩ値をみると、７業種全てが改善した。 

 

 

 当期ＤＩ 
(R1.7-9) 

前期比 
(H31.4-R1.6) 

前年同期比 
(H30.7-9) 

来期見通しＤＩ 
(R1.10-12の見通し) 

前期比[前回調査] 
(R1.7-9の見通し) 

全    体 ▲３９.６   ３.８  ▲９.０ ▲２６.１  ２.０ 
製 造 業 ▲４５.８  ▲０.６ ▲１８.７ ▲２５.６  ２.２ 
非製造業 ▲３４.７   ７.４  ▲１.２ ▲２６.５  １.９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の景況感 

自社業界の景気について、｢好況である｣とみる企業は５.５％、｢不況である｣とみる企業は 

４５.１％で、景況感ＤＩ（｢好況である｣－｢不況である｣の企業割合）                 は▲３９.６となった。  

前期（▲４３.５）から３.８ポイント増加し、３期ぶりに改善した。 

 

景況感ＤＩの推移 
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製 造 業
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ＤＩ

製造業

全 体

非製造業
非製造業

製造業

全体
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 埼玉県四半期経営動向調査 

 （令和元年７～９月期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<業種別> 

○製 造 業  先行きＤＩ▲２５.６（前回調査比＋２.２） 

 「良い方向に向かう」とみる企業は６.４％、「悪い方向に向かう」とみる企業は３２.０％で、「悪

い方向に向かう」が前回調査より２.６ポイント減少した。 
 
○非製造業  先行きＤＩ▲２６.５（前回調査比＋１.９） 

 「良い方向に向かう」とみる企業は６.６％、「悪い方向に向かう」とみる企業は３３.１％で、「悪

い方向に向かう」が前回調査より１.８ポイント減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先行きについては、「良い方向に向かう」とみる企業は６.５％（前回調査(H31.4-R1.6 月)比 

▲０.１ポイント）、「悪い方向に向かう」とみる企業は３２.６％（前回調査比▲２.０ポイント）

だった。先行きＤＩは▲２６.１（前回調査比＋２.０ポイント）と、２期ぶりに改善した。 

景気見通しＤＩは▲１２.０（前回調査比▲３.３ポイント）と、２期ぶりに悪化した。 

業種別景況感ＤＩ 

従業員規模別景況感ＤＩ 

来期（令和元年１０～１２月期）の見通し 

6.7%

3.9%

5.5%

51.9%

46.4%

49.4%

41.4%

49.7%

45.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

非製造業

製造業

全体

好況である 普通である 不況である

＜景況感ＤＩ＞

▲３９.６

▲４５.８

▲３４.７

8.6%

8.4%

4.1%

3.6%

60.5%

56.2%

52.3%

41.7%

30.8%

35.5%

43.5%

54.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５１人以上

(n=185)

２１～５０人

(n=203)

６～２０人

(n=386)

１～５人

(n=525)

好況である 普通である 不況である

＜景況感ＤＩ＞

▲５１.０

▲３９.４

▲２７.１

▲２２.２

6.5%

6.6%

6.4%

6.8%

6.6%

6.4%

60.9%

58.7%

61.6%

58.7%

60.3%

58.7%

32.6%

34.7%

32.0%

34.6%

33.1%

34.9%

全 体 今回調査

前回調査

製 造 業 今回調査

前回調査

非製造業 今回調査

前回調査

良い方向に向かう どちらともいえない 悪い方向に向かう

<先行きDI>

▲２５．６

▲２７．８

▲２６．１

▲２８．２

▲２８．４

▲２６．５




